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■
弥
生
会
の
活
躍
を
讃
え
、
今
後
も
期

待
す
る

平
成
十
九
年
四
月
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

岩
国
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に
約
二
百
五
十

人
の
有
志
が
集
ま
り
、
「
岩
国
の
未
来

を
拓
く
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

未
来
を
拓
く
会
は
、
岩
国
市
の
財
政

再
建
と
愛
宕
山
開
発
地
へ
の
国
立
病
院

機
構
・
岩
国
セ
ン
タ
ー
の
移
転
を
推
進

す
る
こ
と
を
掲
げ
、
署
名
運
動
を
開
始

し
、
当
時
の
井
原
勝
介
市
長
に
三
万
三

千
人
の
名
簿
を
添
え
て
要
望
し
ま
し

た
。し

か
し
、
こ
の
要
望
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、有
志
は
同
年
八
月
、

「
岩
国
の
明
る
い
未
来
を
創
る
会
」
を

設
立
し
、
岩
国
市
の
現
実
を
理
解
し
、

着
実
に
明
る
い
未
来
を
創
る
市
長
の
誕

生
を
期
し
て
活
動
を
行
い
、
平
成
二
十

年
二
月
に
福
田
良
彦
市
長
を
誕
生
さ
せ

ま
し
た
。

市
民
が
結
束
し
、
信
念
を
持
っ
て
事

に
あ
れ
ば
、
思
い
が
叶
う
こ
と
を
立
証

す
る
画
期
的
な
成
果
で
し
た
。

さ
ら
に
、
多
額
の
赤
字
を
抱
え
て
行

き
詰
ま
っ
て
い
る「
愛
宕
山
開
発
用
地
」

を
国
に
買
い
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

五
万
二
千
人
の
署
名
を
募
り
、
平
成
二

十
一
年
八
月
、
国
・
県
に
要
望
し
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
愛
宕
山
開
発
用
地
は
平

成
二
十
四
年
三
月
、
四
分
の
三
を
国
が

買
い
上
げ
、
そ
の
土
地
の
半
分
に
は
岩

国
市
民
が
使
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

と
文
化
交
流
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
愛
宕
山
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
老

若
の
市
民
の
歓
声
が
響
き
、
文
化
的
交

流
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。残

り
四
分
の
一
を
岩
国
市
が
取
得

し
、
そ
の
一
角
に
国
立
病
院
機
構
・
岩

国
セ
ン
タ
ー
が
移
転
・
開
院
し
た
の
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
岩
国
の
明
る
い
未

来
創
り
を
目
指
し
、
と
り
わ
け
「
弥
生

会
」
は
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大
き

な
原
動
力
の
役
目
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。弥

生
会
は
、
そ
の
後
も
「
市
政
懇
話

会
」
を
市
全
域
に
出
か
け
て
開
催
す
る

な
ど
、
活
発
な
活
動
と
実
績
を
重
ね
ら

れ
、
今
日
に
在
る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

■
岩
国
市
が
抱
え
る
喫
緊
の
問
題

今
岩
国
市
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
一

つ
に
道
路
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
特
に

国
道
２
号
線
の
装
束
・
新
港
地
域
の
交

通
渋
滞
と
事
故
対
策
は
喫
緊
の
問
題
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
国

道
２
号
岩
国
・
大
竹
道
路
」
の
開
設
が

計
画
さ
れ
、
そ
の
用
地
買
収
は
８４
％
と

進
捗
し
て
い
ま
す
。
（
２
面
に
続
く
）

第
四
十
四
回
岩
国
市
民
短
歌
大
会
で

市
長
賞
を
受
け
た
作
品
。

癌
の
告
知
と
い
う
、
か
な
り
重
い
言

葉
を
聞
き
な
が
ら
、
さ
ら
り
と
受
け
と

め
て
い
る
自
分
に
驚
い
た
。

そ
の
時
の
気
持
ち
を
そ
の
ま
ま
歌
に

し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
闘
病
中

も
主
治
医
の
治
療
方
針
に
素
直
に
従
っ

て
健
康
を
と
り
も
ど
せ
た
。

市
長
賞
の
受
賞
と
言
う
こ
と
で
多
く

の
方
々
に
目
に
し
て
い
た
だ
け
て
嬉
し

い
。想

定
外
の
こ
と
は
誰
に
も
起
こ
る
こ

と
な
の
で
、
私
と
同
じ
境
遇
に
あ
る

方
々
に
明
る
く
前
向
き
な
気
持
ち
に
な

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
心
か
ら
願
っ

て
い
る
。

◇

◇

二
宮
会
長
は
、
岩
国
短
歌
協
会
主
催

の
第
�
回
岩
国
市
民
短
歌
大
会
で
岩
国

市
長
賞
（
選
者
選
の
部
）
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
文
化
振
興

や
文
化
団
体
の
育
成
な
ど
に
多
大
な
功

績
が
あ
っ
た
と
し
て
岩
国
市
文
化
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
弥
生
会
広
報
委
員
会
）

岩国大竹道路花花
びび
らら
がが
地地
にに
降降

るる
よよ
うう
にに
五五
秒秒
間間

病病
のの
告告
知知
はは

ささ
らら
りり
とと
降降
りり
ぬぬ

早
期
実
現
を
目
指
し
て

岩
国
の
明
る
い
未
来
を
創
る
会
会
長
原
田
俊
一

会
長

二
宮
信
子

第２２号（１） 岩国の明るい未来を創る会「弥生会」会報平成２５年１１月４日（火）


